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（26） － 45 －
ても井笠地域と連続する備後圏域としてのまとまりが認められる。
４　自然地理的環境及び人文地理的環境と方言分布	
４－１　三大河川と方言分布
　岡山県は、東から吉井川、旭川、高梁川の三大河川が瀬戸内海へ注いでい
る。言語地理学の知見では、大きな河川の流域には、上流域、中流域、下流
域にわたって、関連事象の分布が認められるのが通例である。その観点から、
本言語地図の岡山県域について三大河川の流域に沿った言語事象の分布を点
検してみたところ、意外にも、河川の流域に沿う分布を見せる地図は少なか
った。もっとも、上流域、中流域、下流域のそれぞれの範囲内では、事象の
関連分布が認められるケースがあるが、河川の全域にわたるような事象の関
連分布を見せる図は少ない。むしろ、三大河川の存在は、c－１、c－３、
c－４に見られるように、岡山県の西から東への事象伝播の漸移層の形成に
関わっていると言えよう。このことは、岡山県下の方言分布の特質の一つに
挙げられよう。 
４－２　古街道と方言分布
　いわゆる古街道が現代の方言分布に関わっているのかを出雲街道を例に検
証してみたい。県北を東から西へ横断している出雲往来に相当するのは、本
資料の調査地点番号では、28新庄、29美甘、34勝山、35久世、44坪井下、43
津山、49勝間田、56土居の８地点を結ぶ線上である。本言語地図において当
該地帯の事象分布を総点検してみたが、出雲往来に沿うような方言事象の分
布は認められなかった。
５　おわりに
　岡山県下の方言分布は、分布パターンの諸相を整理することによって概ね
次のような傾向性が認められる。
１）分布傾向の第一は、西と東の対立で、備後から伝播した西の事象が、漸
移的に東進する傾向が認められる。
２）分布傾向の第二は、県南と県北の対立で、西から伝播してきた県南の事
象が北上する傾向があり、概して、県北には古態の事象、ないし伯耆、因
幡に連なる事象が認められる。
３）備前、備中、美作の三つの旧国が、互いに対立して分布しているという
事象は、必ずしも多いとは言えない。
４）備中南部の井笠地域には、独自の事象分布が認められ、さらに備後東南
部との連続性も認められる。
　本稿は、『中国地方五県言語地図』をつぶさに読解することによって、岡
山県下の方言分布のパターンをスタティックに整理したものである。これら
（27）－ 44 －
の分布パターンを総合し統括する量的・質的検討は別に稿を改めたい。
（注１）吉田則夫編『岡山県のことば』（「日本のことばシリーズ」33　2018　明治
書院）
（注２）廣戸惇著『中国地方五県言語地図』（1965　風間書房）
（注３）歴史学者の網野善彦は鶴見俊輔との対談で次のように述べている。
　　 鶴見　網野さん、日本史の学者は「二十世紀」という単位を考えますか。
　　 網野　 私はあまり考えないですね。私などはむしろ日本については高度成長
期の以後と以前とにわけてしまいますね。長い射程で考えると、ここ
で社会はずいぶん違っていると思いますよ。（『歴史の話』2004　朝日
新聞社）
（注４）東接する兵庫県播磨地方の方言分布状態が見られないこと、また岡山県島
嶼部のデータが無いことは惜しまれる点である。
（注５）「昭和30年７月、（中略）岡山県真庭郡に入ったのが本調査の第一歩であった。
　　　（中略）岡山県真庭郡川上村が本調査をはじめた最初の地点になった。岡山
県は同年夏、秋、さらに31年春までに調査を終えた。」（『中国地方五県言語
地図』序）
（本学名誉教授） 
